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抄 録

結 核 專 門 雑 誌

TheAmericanReviewofTuberculosis,Vol.XXXV,No.41937

肺 ノ 攣 位 ヲ 併 用 セ ル 胸 廓 整 形 術

RichardH.Overholt:ThoracoplastywithLung

Mobilization

他 ノ療 法 へ 績 行 セ ル 胸 廓 整 形 術 施 行200例 観 察

R.GlenUrquhart:AReviewof200C(⊃nsecutive

Thoracoplasties

成 功 セ ル 胸 廓 整 形 術 ノ 合 併 症

ArthurH.Aufses:Complicationsoffuccess.fulTho-

racoplasties

肺 結 核 ノ 人 工 氣 胸 横 隔 膜 神 経 切 断 併 用 療 法

Fred.R.Harper:PhrenicInterruptionC(♪mbined

withArtificialPneumothoraxforPulmonar、 ・Tuber-

culosis

人 工 氣 胸 術 二 於 ケ ル 選 揮 的(部 位 選 澤 又 ハ 限 局 性 ノ

意 味)虚 脱 。 其 獲 展 二 關 ス ル ー 考 察

RichardT.Ellison:SellectiveCollapseinArtificial

Pneumothorax.AConsiderationofltsDevelopcm-

ent

人 工 氣 胸 後 再 ビ援 張 セ シ メ タ160例 ノ 観 察

EdwardPercyEgleeandOswaeldR.Jones:ARview

ofOneHantlredReexpandedcasesofArtificial

Pneumothorax

結 核 二 於 ケ ル 人 工 氣 胸 再 充 愼 ノ頻 度 豫 報)

R.MaxwellFranklin,WilliamA.ZavodandHoracis

E.Perez:TheFrequencyofArtificialPneumothorax

RefillsinTuberculosis.APreliminaryReport

人 工 氣 胸 肺 氣 腫 、肺 氣 腫 、肋 膜 下 氣 腫 、筋 膜 間 氣 腫

EphraimKaro1:EmphysemaoftheArtificial-Pneu-

mothoraxLung.Vesicular,Subpleural,Interfascial

人 工 氣 胸 二 併 護 セ ル 膿 胸

FrankY.LeaverandRobertM.Hardaway:Empyema

ComplicatingartificialPneumothorax

人 工 氣 胸 二 併 護 セ ル 結 核 性 滲 出 液 貯 溜

BenjaminLBrock,AlvinBMullenandT.Ashい

Woodson:TubeiculousEffusions.ComplicatingArti-

ficialPneumothorax

人 工 氣 胸 術 二 於 ケ ル 肋 膜 腔 内 墜 描 爲 ノ 敷 用

Burg{・ssGordon:TheUseofGraphicRecordsin

Arti{icialPneum-othorax

新 人 工 氣 胸 器

Sidn(・yHirsch:ANewArtificial-PneumothoraxAp-

paratUS

砂 時 計 式 人 工 氣 胸 器

MiltonSillsLloyd:AnHour.GlassArtificial.Pneu・

mothoraxApparatus

結 核 患 者 ノ 外 科 的 手 術 ハ 療 養 所 二 於 テ 爲 サ ル ベ キ

デ ア ル

E.L.Ross二TheSurgeryoftheTuberculousbelongs

totheSanatorium

近 代 的 胸 部 診 断 法 二 於 ケ ル 氣 管 枝 鏡 ノ 必 要

MauriceG.Buckles:ThenecessityoftheBronch-

oscopeinModernChestWork

沃 度 油 ヲ 用 ヒ タ 氣 管 枝 撮 影 法 ハ 危 瞼 ガ 無 イ トハ 限

ラ ナ イ 。 其 一 例 報 告

LouisSchneiderandJacobbegal:Bronchographie

withjodizedOilnot、 、7ithontDanger.Reportofa

CaSe(宇 多 野 内 藤 抄)

AmericanReviewofTuberculosisVo1 .XXXV,No.51937.

合 衆 國 二於 テP・P・D・(「 ツ ベ ル ク リ ン」中 ノ純 蛋 白誘導膣♪ヲ以テセル集團ノ「ツベルクリン」楡査成
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績 摘 要

JessamineS.WhitneyandJsabelMcCaffrey:A

SummaryoftheResultsofGroupTuberculin・

TestingwithP.P.D.(PurifiedProteinDerivative)

intheUnitedStates

「レプ ラ 」ト結 核 トノ酸 現 ノ相 似 性

FrederickA.Johansen(UnitedStatesPublicHealth

Service.oftheUnitedStatesMarineHospital(Nat・

ionalLeprosarium),Carville,Lonissiana.):Similari・

tiesintheManifestationsofLeprosyandTuberc・

ulosis

「レ プ ラ」ト結 核 ト ノ相 似 鮎 ハ先 ヅ病 原 菌 カ ラ始 ル。形

態 學 的 二何 レモ桿 状 デ 等長 、胞 子 ヲ形 成 セ ズ、蝋 質 「カ

プ セル 」ヲ持 チ、 多 形 性 デ アル 。 物 理 學 的 ニ ノ・寒 冷 其

他 ノ外 的 影 響 二抵 抗 強 久 高 熱 及 ビ 日光 二弱 イ。 化 學

的 ニ ノ・何 レモ抗 酸 性 「グ ラ ム」陽 性 、石 炭 酸 及 昇 派 二 弱

イ。雨 者 ノ差 ヲ求 ム レバ結 核 菌 ノ方 が比 較 的 水 分 ガ多
ノ

イ事 、 「レ プ ラ」菌 二 「レチ チ ソ」、「ヒ 司 レス テ リ ソ」ノ

含 有 量 ガ大 ナ ル 事 、 後 者 ノ培 養 困 難 ナ ル事 デ アル。

動 物 實 験 ノ・出 來 ナ イ が、「レプ ラ」菌 が或 種 ノ毒 素 ヲ出

シ而 モ結 核 菌/ソ レ1・ガ近 イ關係 ニ アル 事 ・・「ツ ベル

〃 リ ソ」ト「レ プ ラJ患 者 二 封 ス ル 作 用 カ ラ推 定 出 來 ル 。

次 二感 染 様 式 デ アル 。感 染 ノ套 現 二燈 質 其 他 ノ條 件 が

要 因 ヲナ ス事 … 同 檬 デ ア リ、小 見 二初 感 染 ノ多 イ事 叉

然 リ、但 「レプ ラ」ノ方 ガ感 染 シ難 イ。 肚 會 問 題 ト シテ

モ相 似 ノ意 義 ヲ持 ツ。

好 駿 部 位 ハ 異 ル ガ、 経 過 ハ共 二 慢 性 、組 織 ノ崩 壊 ヲ來

シ、搬 痕 ヲ残 ス。 血 中 二 菌 ヲ謹 明 ヌ ル事 、 貧 血 ヲ惹 起

ス ル 事 、白血 球 核 左 方 移 動 、 赤 洗 、 血 中 「'・'nプ リソ」

壇 加 、 「アル プ ミ ソ」ノ減 少 モ 同様 ノ意 義 ヲ持 チ、血 清

反 慮 二於 テ モ近 似 性 が知 ラ レテ ヰ ル 。

殊 二皮 膚 二 來 タ場 合 雨 者 ノ・ヨ 〃似 テ ヰ ル。「レプ ラ」ノ

早 期 ト結 核 トノ鑑 別 診 噺 ノ・困難 ナ事 ヵ'アル 。Tuberc.

ulosoidト 名 付 ケ ラvタ 「vプ ラ」が ア リ、Leprid1・

名 付 ケ ラ レ・タ結 核 が アル 事 ハ之 ヲ物 語 ル モ ノデ ァル。

叉 同 一 患 者 ノ皮 膚 二雨 疾 患 が 同 時 二 併 曇 ス ル事 モ ァ

リ得 ル シ、 殊 二 肺 結 核 ハ 「レ・プ ラ」 ノ圭 要 合 併 症 デ ア

ル。 帥 「vプ ラ」ノ死 亡 者 ノ50%ハ 結 核 デ ア ル。 「レ・プ

ラ」が肺 ヲ侵 ス 事 ・・ア リ得 ル 。 併 シ臨 殊 的経 過 ・・結 核

ト異 ル モ ノガ アル。(宇 多 野 内藤 抄)

主 トシテ 心臓 ヲ侵 セ ル 蓬 延 性 血 行 性 結 核

SaniuelCoken:PtotractedHamatogeousnTuberc・
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ulosiswithPredominantInvolvementoftheHeart

硅 酸 堕 肺 患 者 ノ結 核 罹 患

AltonS.Pope:TheIncidenceofTuberculosisin

Silicotics

「ヴィタ ミ ン」D訣 乏 ノ實 駿 的 家 兎 結 核 二 及 ボ ス 影 響

MorrisSteiner.MeridianR.GreeneandBenjamin

Kramer:TheEffectsofVitamin.DDeficiencyon

ExperimentalTuberculosisiniheRabbit

吸 入 海 狸 結 核 二劃 ス ル 、光 ヲ加 ヘ タ 牛 乳 卜「ヴ{タ ミ

ン」D含 有 油 ノ妓 果 トノ比 較

Wm.SteekenandE.R.Baldwin:TheEffectof

irradiatedMilkcomparedwithVitaminDOilson

InhaltionTuberculosisofGuineaPigs

400頭 ノ海 猿 ヲ次 ノ4組 二別 ケ テ吸 入 結 核 二 封 スル 影

響 ヲ見 タ ノデ アル 。

第 一 群:普 通 食 ノ外 ニニ 度光 ヲ加 ヘ タ 「ク リー ム」(牛

酪 脂80%)ヲ 燈 重500gm.ら ツ キ1日6gm.「V"4ptミ

ソ」Dニ シテ33U.S.P.ヲ 與 ヘ タ モ ノ。

第 二 群:光 ヲ加 ヘ ズ同檬 二與 ヘ タ モ ノ。

第 三 群;「 ク リー ム」ノ代 リ ニ 鱈 ノ肝 油 或 ノ・鮪 ノ肝 油

ヲ「ヴィタ ミ ソ」D車 位 ヲ等 シ ク シテ奥 ヘ タ モ ノ。

第 四群:第 三 群b同 様 ニ シ テ、 唯 「ヴィタ ミ ソ」Dヲ10

倍 量 二培 シ タ場 合 。

實 験 ノ結 果 第 一 第 二 第 三 群 共 二 差 ヲ認 メ ナ イ。第 四 群

ノ者 ハ豫 後 著 明 二悪 ク、早 ク死 亡 ス ル。 然 シ剖 検 ス ル

ト脾 臓 ノ・小 サ 〃、乾 酪 化 モ少 ナ イ。 但 石 茨 化 ノ・見 ラ レ

ナ イ。(宇 多 野 内 藤 抄)

結 核 菌 ノ襲 育 二 劃 ス ル 合 成 「ア ス コル ビ ン」酸(「 ヴィ

タ ミ ン」C)ノ 影 響 二 關 ス ル ー 知 見

CharlesH.BoisserainandJohnH.SptllaneFrom

theLaboratoriesoftheColoradoFoundationfor

ResearchinTuberculosis,ColoradoSprings,Color

ado):ANoteontheEffectofSyntheticAscorbic

AcidVitaminC)ontheGrowthoftheTubercle

Bacillsu

合 成 「ア ス コル ビ ン」酸(「vド ク リソ」ノ・0.001%ノ 割

合 デ 既 二培 養 基 中 ノ結 核 菌 ノ機 育 ヲ阻 止 シ、而 モPH

ノ影 響 デ ナ イ事 ハ確 カ ダ ガ、壌 血 病 二敷 果 アル 使 用 量

ヲ海 猿 デ50日 注 入 シテ モ、 人型 結 核 菌 感 染 ヲ阻 止 ス

ル 事 ハ出來 ナ カ ツタ。(宇 多 野 内 藤 抄)

結 核 菌 ノ耐 熱 不 安 定性

H・J・CorperandMauriceLCohn(FromtheResearch
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Department,Nationa1JewishHospita1,Denver,

Colorado):TheThermolabilityoftheTubercle

Bacillus

結 核 菌 二封 ス ル 熱 ノ影響 二 就 テ ノ文 獣 ・・決 シテ少 ク

・・ナ イザ、其 方 法 二於 テ詳 細 ナル 吟 味 ヲ飲 クモ ノガ多

イ ノデ著 者 ノ・

1)菌 浮 游 液 其 物 ノ温 度 ヲ正 確 二計 ル事

2)液 ノ量 ヲ適 當 ニ ヌル 事

3♪ 光 ノ影響 ヲ除外 スル 事

4)實 験 中 ノ温 度 二愛 化 ヲ來 サ ヌ事

'5)総 テ ノ器 具 が容 易 二滅 菌 出來 ル事

6)装 置 ノ全 部 ガ等 温 二保 タ ル ・事

ヲ特 徴 トス ル 装 置 ヲ考 案 シ、1αa中1.Omgm.0.001

mgm・0.000001mgmノ 菌 浮 游 液 二就 テ實験 ヲ試 ミタ

ノデ アル。 其 結 果 無 毒 有 毒 共 二人 型 結 核 菌 ・・42。C二

於 テ、 他 ノ條 件 例 ヘ バPH等 張 性 、 水1・ 空氣 ノZF衡 、

榮 養 分 等 ノ都 合 が良 ケ レ ・ミ充 分 登 育 ス ル事 ヲ明 カ ニ

ナ シ得 タ。

PH7・0ノ 緩 衝 等 張 液1cα 中1mgm,結 核 菌浮 游 液 ノ・

600C二 於 テ2-3分 デ死 滅 スル 。50つCデ5時 間、45℃

デ8日 生 存 ス ル。50℃1・60℃}・ ノ間 一;一一於 ケ ル 生存

期 間 ハi封数 曲 線 ヲナ ヌ。上 述 ノ結 果 ヨ リ ノ＼膣 内 ノ結 核

菌 ヲ熱 ヲ以 テ 殺 ス事 ハ不 可能 ナル 事 ヲ知 ル。

(宇 多野 内藤 抄)

B・C.(;・ 二關 ス ル研 究 第 一 報.第 二 報 .第 三報

SolRoyRosenthal:StudieswithB.CG.1,II,III,

TheAmericanReviewofTuberculosis,Vo1.35,No.61937

慢 性 肺 結 核 二 因 ル 績 護 性 心 膿 障 碍

G.NemetandM.B.Rosenblatt:CardiacFailure

SecolldarytoChronicPulmonaryTuberculosis

肺 氣 腫 ノ 心 膿 原 因 饒

E.Koro1(VdteransAdministration,Lincoln,Nebra-

ska;ThecardiogenicTheoryofPulmonaryEmphy。

sema

肺 氣腫 ・・其 早期 二於 テ ノ・肺 臓 前 縁 二限 局 シ テ 生 ズル。

殊 二左 肺/小 舌 二甚 グ シ イ。肺 氣腫 ノ成 因 二 關 スル諸

訊 ハ何 レモ之 ノ事 實 ヲ設 明 シ得 ナ イ。共虞 デ著 者 ノ・次

ノ如 キ設 ヲ提 出 シテ居 ノ%即 正 常 時 二於 デ モ 心臓 ノ牧

縮 ・・隣 接肺 葉 二作用 シ、一 種 ノ呼 吸蓮 動 ヲ惹 起 セ シメ

ル。 故 二肥 大 セ ル 心臓 ヲ持 テ ル 場 合 或 ・・運 動 時 二 ・・

肺 臓 前縁 ノ心 臓 性 呼 吸 作 用 ノ・胸 壁 ニ ヨ ル 呼 吸運 動 二

等 シキ ニ及 ビ、或 ・・之 ヲ凌 駕 スル デ ア ラ ウ。 其 塵 デ肺

前 縁 殊 二左 肺 ノ其 個 所 ・・肺 臓 ノ 内 デ最 モ蓮 動 ノ激 シ

イ部 分 トナ リ、肺 氣腫 ノ好 螢 部位 トナ ル。 依 テ心 臓 ノ

辮 膜 障 碍 或 ノ・機 能 的疾 患 二於 テ 肥 大 ト作 業 充 進 夢 ヲ

件 フ時 、此 肺 氣 腫 生 成 ノ傾 向 ・・塘 シ、 多 ク ノ場 合 廣 イ

肺 氣腫 ヲ件 フニ至 ル。高 血 歴 症 及 ビ大 動 脈 疾 患 二於 ケ

ル 右 側 心 臓 肥 大 ハ肺 氣 腫 ヲ介 シ テ 績 螢 セル モ ノ ト考

ヘ ラ レル 。(宇 多 野 内 藤 抄)

正 常 海狸 ノ左右 心 室 内血 液 白血 球 像 ノ比 較

M.Dworski:ComparativeVentricularWhiteBlood

CountsinNormalGnineaPigs

實 駿 的 初 感 染 結 核 海猿 二 於 ケ ル 左 右 心 室 血 液 白血

球 像 ノ比較

M.DworskiandA.B.Delahant.:Comparative

VentricularWhiteBloodConntsinExcperimental

PrimaryTuberculosisinGuineaPigs

慢 性 肺 疾 患 二 於 ケ ル 赤 沈 及 感

ArtherB.Robins(紐 育 市 ベ ル ヴュ病 院 第 一 内科 結 核

部):TheErythrocyteSedimentationReaktionin

ChronicPulmonarvDisease

之 ・・紐 育 市 ベル ヴュ病 院 結 核 部 二 於 テ1933年 一1935

年 間 二観 察 セル57例 ノ慢 性 肺 疾 患 患 者 二就 テ ノ赤 沈

反 慮 ノ成 績 デ アル。 患 者 ・・大 礎 三 群 二分 ケ ラ レル。

1)慢 性化 膿 性 肺疾 患

2)肺 臓 及 縦 隔 蜜 腫 瘍

3)慢 性 繊 維 化 性 肺 疾 患

尤 モ 此 内 二 ・・結 核 ヲ合 併 セ ル者 モ数 例 ア ツタ ガ、其 著

明 ナ ル非 結 核 性 病 攣 ニ ヨ リ探 用 シタ。

赤沈 測 定法 ト シ テ バ カ ッ トラー法 及 ウ イ ン トロ ー プ

法 ヲ用 ヒ、参 考 トシテ 多 数例 二就 イテ 白血 球 像 ヲモ槍

査 シタ。

實 験 ノ結 果 先 ヅ 牝 膿 性 肺 疾 患 二 於 テ ハー 般 二赤沈 ノ

債 ハ大 デ、殊 二急 性 炎 症 ノ甚 シ イ場 合 二著 シ ク、 炎 症

ノ消腿 ス ル ニ件 ツテ 債 モ 亦 小 トナル。肺 臓 及 縦 隔 蜜 ノ

腫 瘍 二 於 テ モ 廣 範 園 ノ化 膿性 炎 症 ヲ件 フ場 合 二更 二

債 ヲ塘 ス。共 塵 デ著 者 ハ 赤 沈 促 進 ノ重 大 ナル 要 素 ハ炎

症 ノ弧 サ ト其 振 ガ リデ アル ト結 論 ス ル。 唯、慢 性 繊 維

牝症 二於 テ モ赤 沈 値 ノ相 當 大 ナ ル ヲ認 メ タ が、其 機 轄

ヲ未 ダ明 カニ ナ シ得 ナ イ。著 者 ノ・本 症 二於 テモ 臨 肱 的
　

二見出シ得ナ イ化膿性炎症 ヲ件 ツ テ 居ルノデハアル
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マ イ カ ト想 像 ジテ居 ル。

倫 、 白 血 球 総 数 、 多 核 白 血球 百 分 率 、非 分 核 型 ノ百 分

牽 等 ト赤沈 ト ヲ比 較 シ、後 者 ノ診 噺 的 債 値 ノ方 が大 デ

ア ル ト断 定 シテ居 ル。(宇 多野 内藤 抄)

結 核 患 者 二 劃 ス ル 「ヴィタ ミ ン」C及 ビ 「オ レ ンヂ 」汁

ノ連 日投 與 二 俵 ル 血 液 攣 化

M.Radford,E.d.SavitschandH.C.Sweany(市

俄 古 市 立 結 核 療 養 所 及 ビ市 俄 古 大 學 生 理 學 敏 室):

BloodChangesFollowingContinuonsDailyAdmi・

nistrationofVitaminCandOrangeJuicetoTub・

erculousPatients

之 ハ 「ヴィ/・(ミソ」Cた 量 投 與 二依 ツテ 結 核 患 者 ノ抵 抗

力 ヲ高 メ ソ トス ル 試 デ ア ル。封 照 トシ テ ハ相 當 進 行 セ

ル 繊 維 性 結 核 患 者 ニ シテ、「サ ナ ト リウ ム」療 法/ミ ヲ

施 行 シテ居 ル111名 ヲ選 ソダ。 全 藪 ヲ三 分 シ、一・ニ ノ・

冴 レ ソヂ」汁 一 日量500c.c.ヲ 與 へ、 ニ ニ ・・人 工 「オ レ

ソヂ」汁500c・ α二結 晶性 「ヴィタ ミ ン」C250mgヲ 加 ヘ

テ投 與 シタ。三 ニ ノ・人 工 「オ レ ソヂ」汁/ミ ヲ與 ヘ テ樹

照 トシ タ ノデ ア ル。

観 察 時 間 ・・現 在9ケ 月 一 シ テ、未 ダX線 像 或 ・・理 學 的

所 見 ニ ヨ リ数 果 ノ列 定 ヲ下 ス ベ キ 時 期 二至 ツ テ居 ナ

イ ノ デ、此 礎 ニ ノ・3ケ 刀毎 二試 ミタ ル検 査 室 的所 見 殊

二 血 液 學 的 所 見 ヲ以 テ到 定 ノ規 準 トシ テ居 ル 。 即、淋

巴球 百 分 率 、輩 核 細 胞 淋 巴球 比 、多 核 白血 球 淋 巴球 比 、

「シ リ ソク㌔係 数
、 赤 血 球 藪、 「ヘ モ グ ロビ ソ」含 有 量 、

赤 沈 比 、 「アル ブ ミ ソ」「'ノ狛 ブ リソ」比 、 「ブ イプ リ ノ

ー ゲ ソ」含有 量 ヲ槍 査 シ タ ノデ アル。

共 結 果 「ヴィタ ミ ソ」C投 與 群 次 イデ 「オvン ヂ」汁 投 與

群 ・・樹 照 二 比 ン成 績 ガ 相 當著 明 二 良好 ナル 事 ヲ確 メ

得 タ ノデ アル 。(宇 多 野 内藤 抄)

成 人 小 腸 ノ初 感 染 結 核 石 次 化病 竈

H.W.Ferris(紐 育 市 コル ネ ル大 學 醤 學 部 病 理 學 敏

室):CalcifiedLesionsofPrimaryTuberculosisin

theIntestineinAdults

結 核 菌 ノ侵 入 門 戸 ト シ テ 小腸 経 由 モ亦 … 般 二認 メ ラ

レテ居 ル。然 シ大 多数 二於 テ ハ腸 間 膜 淋 巴 腺 ノ結 核 病

竈/ミ が見 出 サ レテ、小 腸 自盟 ノ病 竈 乃 至 搬 痕 ヲ謹 明

シ得 ル事 ノ・極 メ テ 稀 デ アル 。

之 ヲ説 明 ス ル ニニ ツ ノ考 へ方 ガ アル 。即結 核 菌 ガ小 腸

壁 二病 竈 ヲ形 成 ス ル事 無 シ ニ 之 ヲ通 過 ス ノレト言 フ考

^ト 、小 サ イ表 在 性 ノ乾 酪 化 竈 ヲ作 ツ タ 後 二之 が脆 落

シ テ痕 ヲ残 サ ナ イ ノ デ アル ト言 フ考 へ方 デ アル。

録 【第16拳

著者ノ経験 デ、紐育病院 二於ケル1190例 ノ剖検 二於

テ腸間膜淋巴腺二石友化竈 ヲ見出 シタ者 ガ33例 アツ

タ。共内3例 二於 テ、粘膜暦下或ノ・其他 ノ腸壁部分二

石友化竈 ヲ蟹見シ得タ。爾腸問膜淋巴腺二石茨化竈 ヲ

見ナイデ小腸壁ニノミ之 ヲ認メタ=者ガ1例 アツタ。

而モ初メノ3例 二於テノ・他臓器二結核病竈 ヲ見 ズ、後

ノ1例 二於テ・・肺臓及所囲淋巴腺 二石灰化竈 ヲ見出

ジタ。

著・者ノ・初メ3例 ヲ小腸 ノ初感染 ト考へ、小腸二於 テモ
る

肺 臓 二於 ケ ル ガ如 ク、侵 入 門 戸 及 所 囑 淋 巴 腺 二初 期 攣

化 群 ヲ作 ル モ ノデ、侵 入 門 戸 二病 攣 ヲ來 サ ブごシ テ入 ル

モ ノ デ ・・ナ イ ト圭 張 シ、先 ノ第 ニ ノ誠 ヲ支 持 シテ居 ル

ノデ アル。 爾 此3例 ノ像 カ ラ、小 腸 二初 期 攣 化 群 ヲ惹

起 セル場 合 、 肺 」臓 ヨ リ ノ初 感 染 ノ・起 り難 イ ト考 ヘ テ

居 ル。(宇 多 野 内藤 抄)

肺 結 核 人 工 氣胸 療 法 二 併 稜 セ ル 自然 氣胸

J.A.McCloskey.:SuperimposedSpontaneousPne.

umothoraxComplicatingtheTreatmentofPulmonary

Tuberculosis
り

表 題 ノ事 實 ノ・雨 側 氣 胸 療 法 ノ場 合 ニ ノ・特 二重 大 ナ ル

意 義 ヲ有 スル が、細 心 ノ注 意 ヲ加 ヘ テ 防 止 シ得 ル モ 時

二 ・・全 ク不 可 避/モ ノデ アル 。

著 者 ・・1131名 ノ氣 胸 患 者 二2835回 ノ玉(斯補 充 ヲ行

ソ タ 中 デ、161同 ノ 自然 氣 胸 併 登 ヲ 見 タ。 其 中26名

ノ・死 亡 シタ カ ラ死 亡 率 ハ16%デ 、 氣 胸 患 者総 数 二封

ス ル死 亡 率 ハ2.3%デ ァル 。

カ ・ル 自然 氣 胸 ノ場 合 ノ圭 ナ ル 績 獲 症 ハ第 一 二膿 胸

デ、其 他 デ ハ外 傷 性 氣 腫 肺 、 開 通 性 氣 管 肋 腔 問痩 孔 縦

隔 蜜 攣 位 、 縦 隔 蜜 内肺 「ヘル ニ ア」、充 血 ニ ヨル 心 臓 障

碍 等 デ ア ル。(宇 多野 内藤 抄)

空 中 ノ病 原 菌 ノ分 離

R.Pressmann・.TheIsolasionofPathogenicBacte.

ria'fromtheAir

1)結 核 歯 以外 ノ病 原 菌 二就 テ

公 立 學 校20、 結 核療 養 所4及 大 學2二 就 テ 総 撒100

ノ室 内 ノ空 氣 カラ細 菌 ヲ培 養 シタ.方 法 ・・ウエル ス ノ

遠 心 法 ト血 液 李 板 培 養 トヲ探 用 シタ。實 験 ノ結 果 ノ・細

菌 ノ量 二於 テ ウエル ス法 ガ勝 ツテ 居 タ ガ、見 出 サ レタ

細 菌 ノ種 類 ・・雨 者 二差 ヲ認 メ ズ、 大 髄B.subtilis群

Micrococcusgenus群 、Sarcinagenus群 、Staphyl・

ococcusgenus群 、 放 線 菌 、酵 母 及 徽 菌 ガ見 出 サ レ タ。

中 ニ ハ殊 更 二 狸紅 熱 流 行 ノア ツ タ 敏 室 等 ヲ選 ン デ見
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タ ガ、病原菌ノ・登見 シ得ズ、共目的ニハ上 ノ雨法共二

適 シテ居ノレトノ・言ヒ難イ。殊二立工巫 法ノ・實用的二

数多ノ難鮎ガ認メラレル。

倫實験成績 ノー トシテ 「オゾソ」登生器が細菌倣ヲ減

ラス事ニハ役二立タヌ事 が立謹サ レタ。

2)空 氣及塵埃中ノ結核菌二就 テ

4箇 所 ノ療養所乃至病院 ノ部屋ノ空氣 ヲi封象 トソ、

500容 量 ノ蒸曇皿二20cα ノ食嘘水規定液ヲ入 レ、部

屋 ノ隅 ノ床 ノ上二1週 間放置 シテ塵埃 ヲ探集 ジ、遠心

沈 澱 セ ン メ、5%修 酸 ヲ以 テ 塵 置 シ、染 色 法 、培 養 法 、

動 物 實 験 ニ ヨ リ結 核 菌 ノ検 出 ヲ試 ミタ庫 、大 多鍛 二於

テ陽 性 ノ成 績 ヲ得4。

培養 基 トシテ ハ色 素 ヲ含 有 セル 者 、殊 二 ベ トロ ソつ ノ

培養 基 が最 モ良 好 ナ結 果 ヲ示 シ、益 一ILユ.グー 二、 コル

パ ー ノ培養 基 ハ之 二 及 バ ナ カ ツ タ。

爾 、 ウェ ル ス ・蓮 心 法 モ併 で試 ミタ ザ、良 結 果 ハ得 ラ

レナ カ ツタ。(宇 多野'内 藤 抄ノ

結 核 外 專 門 雑 誌

特 異 ナ ル恐 ラ クハ 血 原 性 ト思 ハ ル 、喉 頭 結 核 二就 テ

B.Freystadtl(Budapest):(Mschr.Ohrenheilk.71

Jg.3H.1937.)

解 剖 的、並 ビ ニ臨 沐 的 二 多種 多様 ナ像 ヲ呈 スル 喉 頭 結

核 ノ中 デ 、是 等 ト全 ク異 ナ ツ4状 態 デ現 ・・レ・ノし一 小 群

ヲ分 チ、 血 原 性 ノモ ノナ ラ ソ トセ リ。

著 者 ・・コ ・二5症 例 ヲ暴 ゲ テ ヰ ル ガ、其 ノ特 異 トスル

黙 ハ、 自覧症 状 ノ甚 ダ シク輕 度 ニ シ テ、從 ツ テ時 二無

意 識 ノ中 二搬 痕 治癒 ヲ螢 ム コ トサヘ アル 事。

臨 脈 的所 見 トシテ ノ・圭 墾 化 ガ會 厭 軟 骨 二初 マ リ、且 ソ

コ ノ部 二局 限 サ レ、 弧 度 ノ肥 厚 、組 織 鉄損 ヲ起 ス コ ト

ア ル事 、搬 痕 治癒 ヲナス 事 等 デ アル。

豫 後 パー般 二良 好 デ、治 療 法 トシテ ・・何 レ ノ例 デ モ全

均 ブ イ ソゼ ソ燈 浴 ニ テ抵 抗 力或'・ 防 禦 力 ヲ 高 メル事

が最 モ敗 ア リ。 臼然 治 癒 ノ傾 向 ・・非 常 二大 キ1、 局 所

療 法 ニ ノ・「メ ン トール 」油 注 入 以 外 ・・有 害 デ ア ル。
タ

病型経過、豫後等 ニツイテ ハ人ニ ヨ リ意見 ヲ異ニス

ルが著者・・血原性喉頭結核ヲ次 ノ3型 二分テ リ、第1

型、喉頭入口部 二炎性憂化強ク喉頭内ガ見 ラレナイ程

二浮腫状 ト+リ 急激二崩潰シテ、深 キ潰瘍 ヲ作 リ嚥下

痛 アリ豫後 ハ悪 シ。

第2型 、緻密ナル浸潤 ノミデ浮腫・・ナ〃會厭軟骨 ノー

部 ハ壌疽 二陥ルコ ト多ク、攣化ノ・増殖性デ豫後・・良ク

臼覧的症状少 シ。

第3型 、腫脹獲赤セノし喉頭粘膜 二粟粒結核結節 ノ出來

ル型デ、之 ハ急速二崩潰 シ、潰瘍 二肉芽形成、搬痕治

癒 ヲナス。粟粒結核結節 が只會厭軟骨ノミニ限局サ

ル ・トキ・・豫後良好ナリ。(東 大耳科 切替抄ン

一 般 學 術 雑 誌

憂綴二於ケル結核性内科疾患二關スル研究

第六報 肺結核 ノ病型及ビ経過二就テ

小田俊郎、黄克束:(垂 謬屠學會雑誌.第36巻.第9

號.208頁)

窒漸二於ケル結核 ノ地理病理學的研究ノー部 トシテ

著者等ノ・垂北馨院内科 ノ外來及 ビ入院患者二就 イテ

肺結核病型及ビ臨沐経過 ヲ槻察セリ。

1)病 型ノ「レソトゲソ」的分類

内地人447名 、本島人266名 ノ肺二結核病竈(茨 化像

ハ除ク)ヲ有スル「レソトゲン」爲眞 ヲ次 ノ如ク分類

セリ。

早期型:主 トシテ浸潤性、圭 トシテ墳殖性、主 トシテ

硬化性

進展型:主 トシテ浸潤性、主 トシテ培殖性、主 トシテ

硬化性、混合性

肺門淋巴腫脹

肺門周園浸潤

肺尖結核

肺結核患者 ノ他 ノ病例二封 ヌル 比率及 ビ肺結核早期

型 ト進展型相互ノ比率 ノ・内地人 ト本島人 ・問二差無

シo

反之病竈 ノ性状 ハ早期型二於 イテ モ進展型二於テモ

雨人種ノ間二多少 ノ相違 ヲ認 ム。即チ早期型二就え内

地人ニテ・・浸潤性 ヲ示スモノ他 ノ型 ヨリ大 ナル比率 ヲ
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示 シ、増殖性 ・33.4%硬 化性 ノ17・9%二 封 シ48・7%

ヲ占 ム。反之本島人ニテハ塘殖性多 久1受潤性40・4%、

硬化性11.8%二 封 シ47.8%ヲ 示ス。進展型ニテモ類

似 ノ關係 ヲ認 メタリ。

空洞ハ早期型及ビ寝潤性進展型二於 イ テ本島人二比

較 シテ内地人二多数例見出サ レタリ。

是等 ノ所見 ヲ金井氏が札幌市 二於ケル成績 ト比較ス

ルニ、札幌市二於 イテ浸潤性及ビ肺門腺腫脹例多 シ。

2)病 型別経過

入院患者106名 二就1テ 艦重、睦温、赤沈及 ビ「v」所

見 ヲ規準bシ テ各病型ノ経過 ヲ輕快不墾i塘悪二匠別

シテ観察ニセルニ、 早期型ノ86.3%ハ 多少顯著ナル輕

快 ヲ示 シ、殊二寝潤型ニテノ・88.9%輕 快 シ、11.1%

ハ墳 悪セリ。堆殖性及 ビ硬化性早期型、肺尖結核及 ビ

肺門淋巴腫脹ノ・一般二慢性且良好ナル経過 ヲ取 レリ。

進展型ニテ ・・輕快 ト塘悪殆 ソド同卒 ヲ示 セリ。 然 レ

共浸潤性進展型/ミ ヲ観察 スル 時ハ培悪高傘ニジテ

52.4%ヲ 占メ、不遜及 ビ輕快 ヲ合 セタルモノニ匹敵

フ㌔

上述 ノ他、個 々ノ症状攣牝 ヲ経過中観察セリ。此際人

工氣胸例 ト然 ラザル例 トノ間二顯著 ナ ル 経過 ノ差 ヲ

認 メザリシバ注意スベキ所見ナ リト思惟ス。

経過所見ヲ札幌 二於 ケル 有馬敏授 ノソレト比較 セル

ニ輕快率毫北ノ例 二高 〃、i垂北二於ケル肺結核ハ札幌

二比較 ジテ良好ナル経過 ヲ取ルモノ・如 シトノ結果

ヲ得タリ。(塁 北 小田抄)

肺 内結核菌注射二於 ケ ル 實験的結核初感染 ト再感

染 ノ組織像及菌所見

保野正之:(長 崎瀦學會雑誌.第 十五巻.第 五號)

結 核菌浮游液 ヲ豫 メ結核菌 ヲ皮下二注射セル家兎及

海猿蛇二封照 トシテ 健康 ノ動物/皮 下蛇二肺内二接

種 シテ生ズル愛化 ヲ比較研究 セリ。此再感初感ノ組織

璽化比較文献二於テ多籔存在スル モ本研究ニテノ・特

一其菌崩壊像二就 テ研究セルモノナ リ。

再感染・・初感染二比 ジ病竈 ノ大サ大塘界不鮮明禰蔓

性、且滲出性反慮激 シク、多核軍核細胞遊出、浮腫ハ

激 シ〃、叉壊死モ再感二於テ激 シキヲ見ル。是等 ノ差

異 ハ家兎二於テ海瞑 ヨリ著明二現ノ・ル。菌 ノ崩壊像二

於テモ再感二於 テ初感 ヨ リモ 多敬二認 メラル。菌崩

壌像 トシテ、凝集菌塊、穎粒状菌、淡染菌等 ヲ認ム。

(長大 竹内抄)

結核菌ノ酸凝集二就テ

録 【第16巻

保野正之:(長 崎聲學會雑誌.第 十五巻・第六號)

結 核病竈二於ケル結核菌崩壊 ノ最初 ノ階梯 ト見ラル

ル結核菌凝集塊形成二關 シ共機縛 ヲ考察スベク、結核

菌 ノ酸凝集二就テ實験 セリ。

結核菌 ノ最適酸凝集水素「イオソ」濃度ノ・PH=3,3乃

至3.5ノ 値 ニ シテ此値二於テ結核菌ノ・最モヨク凝集

ス。肺脾等ノ組織液、乾酪物質、血清滲出液等 ノ蛋白

ヲ加 つル トキハ(該 蛋白自均 ノ酸凝集スベキモノハ除

キタル後)結 核菌 ノ最適凝集「1オ ソ」濃度 ヲPHノ 大

ナル方へ移動セシメ且凝集 ノ程度 ヲ壇弧ス。其移動ノ

程度 ノ・大髄二於 テ當該蛋白ノ最適酸凝集黙ニー致ス

ルモノナルコ トヲ知ル。即チ該蛋 白ノ酸凝集 ヲナスペ

キ成分ヲ除キタルモ ノ ヲ加 フル トキニ於テモ結核菌

ハ該蛋白ノ最適凝集鮎 二近キPHノ 範園二於 テ凝集

スルモ ノナル ヲ知 レリ。斯ク組織液ノ存在二於テ結核

菌凝集鮎 ハ「アル ヵリ」ノ方へ移動 ジ、一方結核炎症竈

ハ酸性 ヲ帯ビ來ルベキガ故 二結核菌ノ・結核 ノ病竈二

於テ凝集シ易キ}伏態 トナルコ トヲ察スルコトヲ得。

(長大 竹内抄)

實験的結核感染ノ副腎二及ボス影響二就テ

川島直樹:(長 崎聲學會雑誌 第十五巻.第 七號)

人 型結核菌接種ニヨル結核海狸副腎ノ重量、「アドレ

ナ リソJ含有量、皮質及髄質 ノ最大横断面積虹 二副腎

組織學的所見 ヲ測定叉ノ・槍索 シ、健康海瞑副腎ノソソ

ト封比槻察セ リ。 「ア ドVナ リソj含 有量 ノ測定ノ辺

ソノソ氏家兎腸管法 ヲ用ヒ、 其運動程度 ヲ既知「アド

ソナリソ」%液 ト封比 シテ決定 セリ。結核海猿副腎重

量並二「ア ドレナ リソ」含有量 ノ・健康海瞑 ノソレ〆二比

シ結核感染後比較的早期二於テノ・培加 ノ傾向ヲ認 メ、

結核病機 ノ進展スル ニ及 ビ精 く著明ナル減少 ヲ來 セ

リ。結核感染ニヨル副腎重量 ノ墳加叉ハ減少 ノ因由

ハ副腎髄質 ノ培大及 ビ縮小ニヨル ト共二、皮質ノ培大

叉ハ縮小モ之二關與スルコ ト大ナル ヲ知 レリ。結核潅

猿副腎 ノ組織學的愛化 バー般 二輕度ニシテ皮質ノ響

血、出血乃至輕度墾性 ノ像 ヲ見ルニ過ギズ。叉此實験

例ニテハ結核病竈ノ存在 ヲ見タルモノナキガ故二副

腎 ノ重量並 二「ア ドレナリソ」含有量 ノ墾化 ハ結核毒

素 ニヨルモ ノナルベシ。

興味アル臨躰症状ヲ呈 セ ル 「ヒヨレステ リン」性肋

膜炎ノー例

岩田芳郎、棟久一夫:(畏 崎署學會雑誌.第15巻.第

6號.第896頁)
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27歳/ト キ 左 側 温 性 肋 膜 炎 ノ 既 往 症 ア ル58歳 ノ男

子 二観 タル 左 側 「ヒ ヨ レス テ リ ソ」性 肋 膜 炎 ニ シテ、

Cirrhosecardiaqueノ 像 ヲ呈 シタル ー一一一症 例 ヲ記 載 ス。

昭 和11年4月 上 旬 ヨ リ悪 心 、 嘔 吐 ア リ、5月 上 旬 全

均倦 怠感 ヲ魔 工、輩 膜 ノ黄 染 ヲ氣 付 力ル 。6月 中 旬 ヨ

リ腹 部 膨 隆 シ始 メ、尿 量 減 少 シ、 雨 下 肢 陰 嚢 二浮 腫 著

明 トナ ル。 近 來 胸 部 塵 迫 感 ア リ、蹴 痩 甚 シ 〃、 食 慾 睡

眠 不 良 ナ リ。 同年7月14日 入院 。 均長 、 燈 格 中等度

榮 養 不 良。 皮 膚 及 ビ可 覗 粘膜 二輕 度 ノ黄疸 ア リ。胸 部

左 側 ・・萎 縮 ジ、呼 吸 蓮 動 充 分 ナ ラ ズ。 心 尖 搏 動 ・・左 側

前 腋 窩線 第4肋 間 二燭 ル。左 側 前 後 雨 面 共 二全 留 二抵

抗 ア リ呼 吸 音微 弱 、殊 二背面 下側 方 部 ハ全 〃濁 音 ヲ呈

シ、呼 吸 音 ヲ聴 取 シ得 ズ。 腹部 ノ・著 シ 〃膨 隆 シ腹 水 ヲ

謹 明 ス。 肝 、脾 、腎 共 二鰻 レフご。 下肢 二寓 度 ノ浮 腫 ア

リ。 膝=蓋腱 反射 低 下 ス。

尿 ハ酸 性 、Gmelin,Hay陽 性 、 沈 渣 二少 許 ノ「リポ イ

ド ヲ認 ム。 血 液 所 見 二貧 血 及 ビEosinophilieア リ。

血 清 ヱ 氏 反 磨 陰 性 、 高 田 氏 反 鷹 陽 性 「ビ リル ビ ソ」ノ・

H・vandenBergh氏 直接 反 鷹迅 速 、 間接 反 磨 ニ テ

3・85mg%ヲ 算 ス。 血 液総 「ヒ ヨvス テ リ ソ」ノ・0.130

9%ユ シ テ「エス テル 」比 傘 ・・30.7%ナ1,。 糖 同化 試

験 成 績 ハ機 能 低 下 ヲ示 ス。 胸 腔 穿 刺 液 ハ 黄 褐 色 、漿 液

性 、 比 重1・019、Rivalta陽 性 、蛋 白7%、 肉 眼 的 ニ

モ鏡 検 的 ニモCholesterin結 晶 ヲ 認 メ、 化 學 的 二遊

離Cholesterinヲ 分 離 セ リ(0.155%)。 腹 腔 穿 刺 液 ノ・

黄 色 、 比 重1・014、Rivalta陰 性 、 蛋 白2%ニ シ テ漏

出液 ナ リ。 鏡 検 上Cholesterin結 晶 ヲ認 メ ズ。

(長 大 楠 井 抄)
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